
グループではESG推進のための施策は
各委員会が企画・立案し、担当役員の決
定のもと、各部署と連携の上で事業活
動に反映しています。 

2021年7月1日に新たに設置したサス
テナビリティ委員会（P31）では、環境
対策及びサプライチェーン・マネジメン
トに取り組みます。

企業価値
向上

脱炭素社会の実現に向けた取り組み

循環型社会の実現に向けた取り組み

ダイバーシティ推進

人財・人権マネジメントの強化

地域コミュニティとの対話強化

エシカルな商品の開発・販売

持続可能な商品調達と責任ある販売

経営の透明性向上

リスクマネジメントの強化の取り組み

4つの重点課題 具体的な取り組み 関連するSDGs

グローバル企業として企業理念集「源流」に記す「顧客最優

先主義」という不変の企業原理のもと、全従業員、役員がこ

の存在意義を遵守し、経営理念に掲げる『高い志とモラルに

裏づけられた無私で真正直な商売』に徹した本業の総合小

売業を通じて、持続的な成長、中長期的な企業価値の向上

に向けて、ステークホルダーの皆さまと対話を重ねることで

実現していきます。

「源流」は当社の企業理念集で
あり、全従業員及び役員が遵守
すべき企業原理や経営理念、社
員心得、行動規範を明文化して
います。また「源流」には、人種・
国籍・民族・性別・年齢などを理
由とした差別を一切行わず、す
べての多様性を認めることを定
めています。

パーパス

重要課題

情報開示

事業活動で生じる
環境負荷の低減

事業活動に伴う
環境・社会課題への
対応と事業視点での
機会の最大化

世代を超えた
環境・社会・経済の
持続可能性

事業活動を
通じた経済価値と
社会価値の
同時実現

多様性の容認と
働きがいの向上

顧客最優先主義の
店づくり・商品づくり

コーポレートガバナンス
体制の強化

P30-31

P32-33

P34-35

P36-47

価値創造サイクル

推進体制

設定プロセス
表2

ESG推進課

G
（ガバナンス）

リスクマネジメント本部

指名・報酬委員会

コンプライアンス委員会

S
（社会）

ダイバーシティ・マネジメント委員会

人財本部（働き方改革）

E
（環境）

サステナビリティ委員会

株主総会

取締役会

代表取締役社長CEO

執行役員CFO

PPIHグループは、お客さまや従業員、お取引
先さまといったさまざまなステークホルダーと
の対話を重視しています。ステークホルダー
から寄せられた意見に対し、迅速に改善・対応
することで企業活動の向上をめざします。

ステークホルダー
エンゲージメント

PPIHグループのサステナビリティ体系
PPIHグループのサステナビリティ
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